
森林環境譲与税
（令和元年度）

事業名 基本方針との関係 事業予算額
（うち譲与税使用額）

説明 400,000円

期待される効果 (400,000円)

説明 4,086,000円

期待される効果 (4,086,000円)

説明 2,366,000円

期待される効果 (2,366,000円)

6,852,000円

(6,852,000円)

事業名 基本方針との関係 事業決算額
（うち譲与税使用額）

325,714円

(325,714円)

0円

(0円)

6,526,286円

(6,526,286円)

6,852,000円

(6,852,000円)

年度当初残高 当年度譲与額 当年度取崩額 当年度使用額 当年度積立額 基金運用益 当年度末残高

0円 6,852,000円 0円 325,714円 6,526,286円 0円 6,526,286円

（　決　　算　）

事業内容

実績 当年度活用されなかった譲与税を基金へ積み立てた。

合計

森林整備に係る費用負担が軽減されることで、森林整
備の実施量が増加し、「森林整備の水準に関する目
標」が達成される

「森林整備の推進」

私有林における間伐等の森林整備を促進するため、森
林整備に係る事業費に対して補助行う

次年度以降の事業実施のために、基金へ積み立てる

（　　森づくり基金　　）

森林経営管理事業 「森林整備の推進」

私有林等
整備事業補助金

「森林整備の推進」

森づくり基金積立金

実績
翌年度以降の意向調査の実施に向けて、意向調査候補
139名（341小班）を抽出

実績
国等の森林整備推進事業により、目標としていた事業
量が確保されたため、未執行となった。

合計

森林環境譲与税導入の効果

　留萌市は、市内の森林面積の1/4を占める一般民有林整備の推進のため森林環境税を活用することとして取り組んでいる。

　森林環境譲与税を活用した事業により、森林経営管理法に基づく意向調査の候補者として341小班（所有者139名）の森林の存在を

把握した。当年度の結果をもとに、次年度からは意向調査を実施し適切な森林整備を推進していく。

　当年度の残額は、今後増大すると見込まれる森林経営管理法に基づく市町村自らによる森林整備（市町村森林経営管理事業）に備

え基金へ積み立てた。

令和元年度　森林環境譲与税の使途の公表

（　譲　与　額　）

　※譲与額は人工林面積や、林業就業者数などを基準に算定される

（　予　　算　）

適切な森林整備を推進するために必要な調査や、森林
の情報を管理するためのシステム管理費など

事業内容

「森林整備の推進」
適切な管理が行われる森林が増加し、森林の公益的機
能の発揮と持続的な森林経営が推進される

森づくり基金積立金

基金に積み立てることで、譲与税が適切に管理される

6,852,000円

森林経営管理事業

私有林等
整備事業補助金


